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どこへ行っても Hi―Fi,Hi―Fiと

さわ ディtる よ う|こ な り,放 送 局 も

Hi―Fl攻送 と銘打 って良質の電波を

出すようにな りました。アンプを作

っても Hi―Fi用 となれば特性をしら

べた くな り,殊 に音質補償回路やス

ピーカーのネ ットワーク回路の調整:

にはどうしてもオーデ ィオのオンフ

ーターが入用 とな ります。

筆者は現在最 も多 く用いられてい

るウィーン・ブリッジ型 CR発振器

を最 も簡単な1ヽ苺成 と,一般 tこ容易に

手にはいる部品を使用 してロー・ コ

ス トで作 ってみました。

回 路

1   第 1図 に示す通 り6BA6と 6A

第 1図 σR型 低 周 波 発 振 器 全 回 路 図

6X4

轟

R5で フ 4~ン ・プ リ )°
ジ型発振回

路を構成 させバ ソファ_こ して 6A

R5を使用 し,カ ソー ド・フオロア

ー出力 としている。出カインピーダ

ンスは 6AR5の 動作状態が真空管

規格表 と異 っているので正確な g,'′

がわからないが 4～ 500Ω と思えば

よヽヽ。

アマチュアーが使用する場合 {よ 出

力段に直接負荷を接続せずにアンプ
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、一 ]=礎十ろ )́て ,出カインピ

_=ヽ ŕ.(:卜 まり高 くなけ11は 自由

てェ [三i力端子はL OWilす るこ

-111,こ なるil高感度のプ リアンプ

ニ●ア、′.マ ,~プを組合わせて特性

第 2図

本機 のパネル面

も知れない。その時はさらに 1′
loo,

1/1000の端子を増設すればよい。

ゥィ_ン・ブリッジ回路には本機

のょうに High g%の五極管と電力

増liξ 管の組合せが一番無難で失敗が

ない (第 2図参照 )。 これ

は 6AR5の プンー トか

ら6BA6の グリッド及

びヵソー ドにポジテ ィズ

及びネガテ ィブのフ イー

ドバ ックをかけるのに多

少の電力を くわれても安
颯    定に働 くためである。こ

れに双三極管を使用するとフィード

・バ ック回路に特殊なサーミスタ~

が入用とな りかえって高価になると

予定であったが間に合わなか ったの

で ± 5%の 中から ± 1%の もの

を選んだのて (こ の意味は 100Ω に

対 し +5%,+4%の 105Ω ,104

0の 2本でもょい。即ち抵抗値の誤

差 ょりも二本の誤差が少なければよ

ぃ とい うこと)目盛が合わない。床

に 20～～200%の場合には 20M Ω

とい う高抵抗を使用しているのでス

ンが大きい。

これはスイ ッチその他の絶縁抵抗

のためで補正すれば合ぅょう(■なる

が,一台作るのにそれまでする必要

を認めなかったので,そ のままとし

た。 しかしダイヤルのどの位置でも

大体 10倍または 1′loずつにな って

いるので見やすい。バリコンにはラ

ジオ用の三二連バ リコン (max 430 p)

を使用した。 1ヽ リマーは取外し,別

にバリコツ容量の不平衡を調整する

ためのエヤー・ トリマーを 1個だけ

使用している。

本機は標題の如 くロー・ コス l｀ で

かつ特殊な部品は一切使用しないで

製作したので,多少不満があるおし

かし最初から高級なものを設計 して

も高価な部品を多 く必要 とするため

に,いつまでた っても完成しない 二

とがある。それ よりもこの程度のも

のを十分使い 二な

して,必要 |■応 l〕

てクリッパー回路

をつ|十 るな り,混

変調Ii則定回路■」

つけるな りして発

展 さlrtttil得 策

でぁる。又一般
‐

CR発振器 (■ 11T(
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第 3図  シャーシー,パネル寸法図
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FTを調整 した リテンビのリニアリ

テ ィ調整 もできるし,高周波のテス

300kc)を 30Mc以上に改造 もで き

るので便利である。本機はダイアル

目盛板が小さくこれが久点でもっと

大型のものを使用 したか った。

シャーシーの工作

及び部品の配置

本機のシャーシー・パネルの寸法

は第 3図 の通 りで主な部品取付位置

も示してある。中央よりや 右ゝ (1バ

リコン,そ の右に6BA6と 2本の

6AR5が 並んでいる。電源部は左

側になるべく離して配置し2交流の

誘導 と発熱の影響をさける。

バ リIエ ンはベークライ ト板 |[取付

け,シ ャーンーを大き (切抜いた所

に取付ける。あらゆるアース電位の

ものから少 くとも 30mm位は 離 さ

な tヽ と,所定の 10倍の周波数変化

が得 られなtヽ 。い うまでもな くバリ

■ンは普通アースするローターが こ

の場合はグリッドに接続 され る の

で,ス ペースがあれば思いきって大

きなベークライ ト板を使用するとよ

い。 これは切 換 スイ ッチを このバ

リコンの真下 |こ取付けることと共に

簡単で有効な方法である。バ リコン

のンャフ トは少し切断 し,シ 、′アト

・カップ リングでエボナイ ト棒をつ

な tヽ でいる.こ の先 にさら1■ ,イ ャア

ト・じ'コ イレ′卜を
`)け

―こオttiフ
・
― ジ

ー と指針を つけてある。 目盛数は

100° 分割のものがあったつてそ′)外

側 11ケ ン ト紙を張 り墨で目盛を入れ

るよう|こ したが,セル ロイ ド板 11目

盛をつける方法て t■ い。

CR発 :振器iよ このバ liコ ンの票付

(す の巧拙 と,C及 び R「♪正確 さで

は とん ど決 ぅてしま うから,念入 り

に行 う=バ
リコンラ:llス ム_ス :i廻 り,

t́の下 1■ ロータリー・ スィ ッチが販

付 くことをたしかめてから, バ リコ

ンにリー ド線を 3本ハング付け して

しぅか り坂付け,ス イ ッチは駁外し

fZ・ Иの っ勒 ル

ンスの具合もなかなか良

く, GrOnlmesの 230-B
A型などと共 1■ パラPP

アンフア,ア ウ lし イ́

′,榎巨準とし〔
‐
お進め

てきると■でぁるc

二の位熱源か集中す

ると発熱量も馬鹿にならぬから,シ´

ギーシ́―中央部はソケッ lの廻 り11

小穴を多数おけてぉく′とょぃら

`

SOneX l:J:N`‐ 60

K:T-66'ヽ ラPPの フル

トラリニアーとぃ う本機 (ま

一般のアマチュァllは縁が

なさそ うであるが, これを

12Aか 42位の球に置換え

てみると一寸面白いアンプ

が出来そ うである。

,.各主要部品の配置のバラ

ておく。電源 トランス,低周波チョ

ーク,電解コンデゾサー, ソヶット

等を全部取付けさらに適当な位置に

ラグ板を取付ける。周波数が低いの

で無理に短かく配線しなくてもよい

から,部品がブラブラしないように

あらかじめ要所要所にラグ板を配置

してお く。

バネルの前からみて, ツマ ミや不

イ ッチが扱いやす くみた目t■ バラン

スの取れるよう穴あけすることも忘

れずに。次に周波数切換スイ ッチに

精密抵抗を取付けるがその前に写真

の如 くスイ ッチ の 工作をする。 裏
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離が近かったら,

る。 (テ レビの 電

されている

ク・ンール ドをアースするだけで充

]ylclntoshヽた2

マッキン トッyュ社が現在の

,Mc-30型を出す前に6V6を 終

1段に使用した20W-2と共に始め

てギ ッキントッンュ回路を発表

した時のアンプである。

トランス類を一切深い/
:|― シーの内部に納めて

しまった極めて異った形
:態をとっている。平面的

いょうで,今更,こ

んな形のアンプを

作ろうという方も

あるまいが,非常に有名なア

ンプなので,ご参考までに採

上げてみた。アメリカでは相

当多 くの人に使用され,評判

も良いアンプである。

分であった。          ・ :

②平滑回路にはコンデンサーの容

量の大きいものを使用する。これは

20～附近の出力′
i氏下にもよい結果を ‐

もたらす。

③ ヒーター回路は二線でより合わ

せて配線し6BA6の 近 くで二点だ

けアースする。       ' 1

④真空管を選ぶ。すなわちヒータ

ー・カソードの絶縁のよいハム・―ン

ベルの低いものを使用する。

以上であるが LP用のプ リアツプ

よりは楽に考えてよい。発振電圧が

10V程度なので′`ムよりはずちど大

きいからであるが反面 20M● とい

う高抵抗をグリッドに入れているた

めに不利な面 もある。 ・ ‐

最低の線 として平滑回路 に回1路1図

程度のものをオゴること: ヒ‐夕‐

tま
より合わせ一点接地を行いた 、ヽ

ァ_ス基線には 1.2 mm蔭め1錫 メ

ッキ線を張 り各段ごとにこれにアー

スする。

配線 |1買序はアース線, ヒータT恒 l

路,ヵ ソー ド・フォロアー回路,ウ・

ィーン・ブリッジ発振回路 と行い最

後にロータリー・秋イッチに抵抗を

半田付したものを取付け酎1線する。

簡単なので他は省略する。 3色か 5

色でフイヤーを色別けしておくと点

検に便利である。

調整と較正

誤配線はいついかなる時でもお断

りであるから,念入 りにテスダーそ

の他でしらべる。誤のないことをた

しかめてから真空管を挿入する。 6

BA6の カソー ドヘフィー ド・バッ

クする2k Ωの抵抗は一時 5～ 10k

のVRと かえておき,出力端子にテ

スタrを交流 10～30Vン ソジに し

て接続する。慎 空管電圧計があれば

6J 6
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面 11フ エンヽ一を取付けるだけだが ,

これをや らない とや りにく(10本

の抵抗のおさま りがつかな くなる。

私はUSAの スイ ッチの中 |こ このよ

ォッシロIIリ ツ|デ笠波形を書かせ円形が出る

角湊ぞ目盛さする   ‐

少な くできる。

精密抵抗の取付けが終 ったら 4本

のリー ドを少し長めに′ヽソダfヽまけを

してお く。

配  線

配線 と
'頃

を教:め るほどのこともな

く 10数個の抵抗 と 10個足らずの

ロンデソサーを取付けるだけ′`'が ,

同じ設計で作られた部分品を使用し

回路を同じにしてもでき上 りに甲乙

ができるのが普通であるので注意が

いる。ことに電源 59～ の影響を受

=十
_

~ 
摯正されたε′発振番

けると発振周

波数 が'50～

で変調 され

たかたちにな

り非常に:まず

い こ とに な

る。

対策 として

は  .   

‐

_

①よい電源

ドラツスを積

用す るょ・ リー

ケージ・ フラ

瀬
2:/ θ:/ θ:2

晰 周波数が正確にわかつているときは,("～2"～ レンジ)

ハムとビ
「

|ヽ を起させて:積 正する
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る

に設置面積が局限

うに使用するためのウエハーがあっ

たのでそれを使用 したが,不要のロ

ータリー・スイ ッチから
'‐

ハーを

取外し, ■―ターを取去 って使用す

オし́ばよい。

精密抵抗の うち 20M fiは 10M f2

を二本使用 しているが,特注 して作

らせるとき11測定値をつけてもらえ

きに誤差を
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: 1電源スイッチを入れれば電王計が

'ふ
れる。この状態で各電極電圧を調

|べるも部品が良難で配線に誤がなけ

|れば必ず発振するから出力がでない

| ときはもう一度しらべなおす。本機
‐|の出力は約 16Vである6

1  こゝまできたらいよいよオンログ

|ラ フが入用となる。実際オンログラ

. フなしでは調整ができないから借 り
‐
るな り,借してくれる所へ行 くな り

しなければならない。 (第 4図参照)

筆者は最初に アR5kを 使用し

maXで _オ ンログラフで見たところ

正弦波の上下のクリップされた波形

であった。そこでオンロを見ながら

:,5kΩをだんだんに減して ゆくと振

幅が少しずつ小さくなると共にだん

だん正弦波に近 くな り2kΩ で満足

,すべき波1形 となった (第 5図参照)。

この(直は浮護生管の θ′′
'と

 Lampに  =

」[〕θθカ

の 細 長 い シ ャー ン ー

|こ対 しては最も適節

なもの.こ患られるも

ので,バ ランスが非常によい

「

し

かしンャーシーを本機のように深

くすると,タ ーンット・ソケット

でも使わぬ口 ,配線がやり・難く

かろうと思われる。
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6BA6 ,F∂ さかtす る事|こ よつて正3菫 )皮″ヾ′旱ぅ」しる

ソRI=固 定斗医筑でぉきかえてもよい

==3`k

NF用 抵抗の調整

ないのが普通である。Lamlは 250V

2W位のものだがナツメ球でも大羞‐|

ない。           .  ~
掏良好でかつ安定な

'′

反形を得るため・

にはネガティブ 。`ワィー ドバ ッタの

抵抗をなるべ く小さくして発振の安

定な点をみつける必要がある。バン

ド切換 と共 にこの抵抗も切換えれば

‐
″ ′=δた R=2κ

第 5図

関係するが大差ないと思 う。同時に

トリキニによらてアースに対する容

量を平衡させる。

こゝで筒波数ンソジを切換へた り

バリゴンを目盛つた りして波形の観

察 と共に出力電圧を見る。この場合

低いバンドではオンロの増幅特性が

低下するので垂直軸は直接端子を使

用することを忘れてはならない。

バンド切換をした時に直 ぐに安定

した波形に落着 くようなら良好に動

作しているとみてよい。波形が'フ
アフして困るときは 6AR5の カソ

ー ド抵抗を加減した り球を変えてみ

る必要がある。また 6BA6と 6A
R5の間のカップリング・コンデン

サ‐の容量:が大ぎいとフフフフにな

るが, 0,1″F位 までなら接1になら

本 機 の シ ャ ー シ ー 内 部
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PILOTON AA‐ 304

パイロ トylま AA-900

番γリーズとしてウイ リ

アムソン,ウ ル トラリニ

アー等各種のアンプを発

売 してお り,外誌での宣

伝ぶ りを見るとかな り積

極的に活動 している会社

リ
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」ぼ′
・…Fz・ ス笏ク。SタルBθθ 勿論である。日盛は是非直続とすべ ‐

きで較正グラフと言 っワ|き では価値

が半減する。

較正が終 ったら出力電圧のカープ

と共 1■歪率をしらべた、ヽと二らでお

るがこれは研究所なり学校′)実験室

などへ行かないと一寸できないのて

省略した。折がぁったらゃる予定 11

している。アン/ブやオープ イオ・オ

シ́し′_タ ー●I率測定には普通1000

～
で何%以 Fな どと,性能を認示し

ているのが多いが,少な くとも 200

ヽ以 下で歪率測定をやらなければ実

際的でない。

歪率とは基本iIIに対し高調波の合

右する割合をバーセツ トで 示 す が

1000～ の高調波は周波数がずっと高

くなってしまうので影響が少い。こ

れに反し 100～ の高調波はすべて音

質に大きな影響を与え歪率キま同じで

も音にした場合は非常 lご異 な る。

1000～ で歪率を測ることは最 t歪率

の少なぃところで測っているょうに

思える。入力波形にあまり関係なく

ァマチュア向きな歪率計に入力波形

と出力波形の位相を 180° 変えて力!1

え合わせバラゾスさせて,残 った成

分を高調波歪とするものがあるが研

究する価値がある歪率を定量的に各 =

周波数で測定するのは大がか りな装

置を必要 とするがこの方法なら簡単

に日ゃすヵ■つ情‐られ,る 。

_ト ー ゾ・ コ ン lヽ ロ ー ル

のア ンプ とな ってい る。

パ フ・―・ トランス と5

⑮
無 ´ ´ 二 ´ ´ ´

‐tJ
´ _メγ ´ ~

Y3の位置を換え

てみたいが,或は

入力側に何か悪影

響を与えるので現

在の位置に落つい

I Pl′LOTON AA‐403

前頁に同 じくパイロト

ンのプ リアンプ付 6V6

PPア ンプである。 メイ

_ン ,ア ソフ
°
部 0ま 12A U7

1本 と6V6の 簡単な10

W級のもので,12A X 7

::‐61041こ ょリイコライザ

出力電圧 1・差を無視できるようにな

る。ど
｀
うして 1′ 良好な正弦波のえら

れないときは、Cま たは Rの誤差が

大きぃためで, しらべ直す必要が[L

る.Dし かし良好な部品を使用すれは

バリブソJ〕容量の平衡をとるだ|十 で

安定でキレイな正弦波が得られる。

次に較正であるが正確に行 うti(■

標準電波で較正した音叉発振器と,

もう一台の較正済みの CRオ シ■/一

ター及びォシ′ログラフがいる。私 tま、

たのかも知れないので,実験して

みたい気がする。 _.・

周波数の厳密さはさほど重んじなか

ったので音叉発振器で較正済の CR

ォンソーターの周波数確度をチェツ

クし,以後その CRオ ンンーターと

製作したものとをォンロの両側に置

き, リサージュを画かせて目盛をし

た。音叉発振器だけでも不可能では

ないが周波数の低い方や高い方では

や りにくい。また 100kC以上は水晶

発振器 とビー トさせて較正したがテ

ス ト・ォンンータ~で もよいことは

切 換 ス ィ ッ チ 部 分 の 配 線

使 tヽ 方
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低周波関係のものならバルボルと

組合せてほとんどの性能がしらべら

れる。

低周波チ ョークのインピーダンス

特性,イ ンブ ッ |｀ ・ トランスやアウ

トブ ット・ トラン/ス のイソピーダソ

ス特性や周波数特性,ア ツプやブ :1

ァソプの周波数特性ゃイコライザーー

のヵ―ブ及び出力のリニアリティ '

ヵ―プなどれげればきりがない。

現在ひろく用いられている負餞it

t■ ょる特性改善な'ど も測定できるも


